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新首都�
「東京から東濃へ」�

人口と世帯数 （１月1日現在）　　人口＝42,116人　　世帯数＝13,181世帯�

古紙配合率100％再生紙を使用しています�

新 春 の 走 り 初 め�
　新春を駆け抜ける『第26回陶町新年マラソン』が１月５日、陶町猿爪の
天神社前をスタート・ゴールに開かれました。�
　健康ジョギング大会も兼ねるこの大会は、健康で走ることができる人なら
だれでも参加でき、小学生から高齢者まで幅広い年代の人が参加しました。�
　すっきりと晴れ渡った青空のもと、参加者たちは約２㎞のコースをそれぞ
れの体力に応じたペースで走り、すがすがしい汗を流していました。�
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12
月
３
日

本
会
議

（
諸
般
の
報
告
、
会
期
の
決
定
、

議
案
上
程
）

12
月
９
日

本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
）

12
月
10
日

本
会
議

（
市
政
一
般
質
問
、
追
加
議
案

上
程
、
議
案
質
疑
、
委
員
会
付

託
、
討
論
、
採
決
）

12
月
11
日

委
員
会

（
企
画
総
務
委
員
会
）

12
月
14
日

委
員
会

（
市
民
厚
生
委
員
会
）

12
月
15
日

委
員
会

（
文
教
経
済
委
員
会
）

12
月
16
日

委
員
会

（
建
設
水
道
委
員
会
）

12
月
21
日

本
会
議

（
委
員
長
報
告
、
追
加
議
案
上

程
、
議
案
質
疑
、
討
論
、
採
決
）

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
（
交

通
事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴
う

損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い
て
）

【
公
務
中
に
お
け
る
消
防
団
員
の

公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
損
害

に
つ
い
て
の
和
解
と
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
】

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

【
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発

公
社
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ

い
て
報
告
す
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
継
続
費
精
算
報
告
に

つ
い
て

【
平
成
八
〜
九
年
度
の
二
カ
年
継

続
事
業
（
稲
津
中
学
校
校
舎
改
築

事
業
・
釜
戸
中
学
校
校
舎
改
築
事

業
）
の
精
算
報
告
を
行
う
も
の
】

●
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
瑞

浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
）

【
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
施

行
に
伴
い
、
条
文
の
整
備
を
行
う

も
の
】

●
瑞
浪
市
役
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
新
築
移
転
に
伴
い
、
位
置
の
変

更
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
十
一
年
度
分
の
固
定
資
産
税

の
課
税
標
準
に
つ
い
て
の
特
例
を

定
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

平
成
十
一
年
度
分
の
都
市
計
画
税

の
課
税
標
準
に
つ
い
て
の
特
例
を

定
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
計
量
単
位
の
国
際
単
位
へ
の
変

更
お
よ
び
危
険
物
の
規
制
に
関
す

る
政
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
危
険

物
の
配
管
に
関
す
る
基
準
を
変
更

す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
の
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
定
数
を
20
人
か
ら
18
人
に
減

員
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
区

設
置
並
び
に
定
数
配
当
に
関
す
る

条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

【
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
区
を
現

行
の
三
選
挙
区
か
ら
市
内
全
域
を

一
選
挙
区
と
す
る
た
め
、
条
例
を

廃
止
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
中
小
企
業
小
口
融
資
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
中
小
企
業
小
口
融
資
の
貸
付
限

度
額
を
七
五
〇
万
円
か
ら
一
、
〇

〇
〇
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
釜
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
新
築
移
転
に
伴
い
、
釜
戸
公
民

館
の
所
在
地
お
よ
び
使
用
料
の
変

更
を
行
う
も
の
】

●
瑞
浪
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て【
大
法
原
団
地
建
替
え
事
業
の
完

了
に
よ
り
、
一
色
団
地
を
用
途
廃

止
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

【
人
事
院
の
給
与
改
定
に
関
す
る

勧
告
に
よ
り
、
一
般
職
の
職
員
の

給
料
月
額
、扶
養
手
当
の
加
算
額
、

単
身
赴
任
手
当
、
宿
日
直
手
当
の

支
給
額
の
引
き
上
げ
を
行
う
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
二
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
五
億
三
千
四

百
二
十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百

三
十
三
億
五
千
七
百
四
十
万
円
と

す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

【
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算
を

千
百
十
万
円
増
額
し
、総
額
を
三
十

四
億
二
百
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

一
号
）

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算
を
二
千
万
円
増
額
し
、
総
額

を
二
十
三
億
七
千
八
百
万
円
と
す

る
も
の
】

報

告

案

件

条

件

案

件

承

認

案

件

会
期
日
程

平
成
10
年
第
五
回
市
議
会
定
例
会
が
、
12
月
３
日
か
ら
12
月
21

日
ま
で
の
19
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

報
告
案
件
三
件
の
報
告
と
、
承
認
案
件
一
件
、
条
例
案
件
十
件
、

人
事
案
件
一
件
、
予
算
案
件
九
件
、
そ
の
他
案
件
四
件
、
認
定
案

件
八
件
、
議
員
発
議
一
件
、
請
願
五
件
の
合
計
三
十
九
件
が
審
議

さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
二
件
と
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
さ
れ
た
請
願
三
件
を
除
き
、
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

予

算

案

件
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●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を

一
億
六
百
四
十
万
円
増
額
し
、
総

額
を
十
七
億
千
二
百
十
万
円
と
す

る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

【
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、資

本
的
収
入
を
二
千
五
百
万
円
増
額

し
て
総
額
を
二
億
九
千
百
五
十
七

万
八
千
円
と
し
、
資
本
的
支
出
を

二
千
五
百
万
円
増
額
し
て
総
額
を

四
億
八
百
八
十
万
四
千
円
と
す
る

も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
三
号
）

【
一
般
会
計
予
算
を
二
千
百
六
十
万

円
減
額
し
、
総
額
を
百
三
十
三
億

三
千
五
百
八
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

【
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

予
算
を
一
億
百
万
円
増
額
し
、
総

額
を
六
億
七
千
百
二
十
万
円
と
す

る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を

二
千
万
円
増
額
し
、
総
額
を
十
七

億
三
千
二
百
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

【
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

の
歳
入
繰
入
金
の
う
ち
三
千
三
百

三
十
六
万
二
千
円
を
減
額
し
、
同

額
を
市
債
、
国
庫
支
出
金
お
よ
び

県
支
出
金
に
組
み
替
え
る
も
の
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て

【
人
権
擁
護
委
員
遠
藤
圭
子
氏（
土

岐
町
六
十
三
番
地
、
66
歳
）
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を
引
き
続

き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
も
の
】

●
交
通
事
故
の
和
解
及
び
こ
れ
に
伴

う
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
に
つ
い

て【
公
務
中
に
お
け
る
消
防
団
員
の

公
用
車
に
よ
る
交
通
事
故
の
損
害

に
つ
い
て
の
和
解
と
賠
償
の
額
を

定
め
る
も
の
】

●
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

【
市
営
住
宅
家
賃
な
ど
の
長
期
滞

納
者
に
対
し
て
、
市
営
住
宅
の
明

け
渡
し
お
よ
び
滞
納
家
賃
な
ど
の

支
払
い
を
求
め
訴
え
を
提
起
す
る

も
の
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
主
要
地
方
道
多
治
見
恵
那
線
の

全
線
開
通
お
よ
び
市
道
棚
田
山
線

改
良
工
事
に
伴
い
、
旧
路
線
の
廃

止
を
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
主
要
地
方
道
多
治
見
恵
那
線
の

全
線
開
通
、
主
要
地
方
道
瑞
浪
大

野
瀬
線
歩
道
部
分
の
移
管
お
よ
び

市
道
棚
田
山
線
改
良
工
事
に
伴
い
、

市
道
の
認
定
を
す
る
も
の
】

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
立
あ
け
よ
温

泉
白
寿
荘
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に

つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画

整
理
事
業
特
別
会
計
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
九
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
●
道
路
特
定
財
源
の
確
保
等
に
関
す

る
意
見
書
に
つ
い
て

【
道
路
特
定
財
源
を
堅
持
し
、
平

成
十
一
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
「
景
気
対
策
臨
時
緊
急
特

別
枠
」
を
、
地
方
の
道
路
整
備
等

へ
重
点
配
分
さ
れ
る
よ
う
政
府
へ

意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
】

●
三
十
人
学
級
実
現
を
求
め
る
「
意

見
書
」
採
択
を
要
求
す
る
請
願

●
政
府
に
対
し
「
治
安
維
持
法
犠
牲

者
へ
の
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）」

の
制
定
を
要
望
す
る
意
見
書
の
採

択
を
求
め
る
請
願

●
乳
幼
児
医
療
無
料
制
度
を
三
才
未

満
か
ら
就
学
前
ま
で
に
拡
大
を
求

め
る
請
願

●
消
費
税
を
五
％
か
ら
三
％
に
も
ど

す
こ
と
を
求
め
る
請
願

●
食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
、
日
本

の
食
と
農
を
守
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願

人

事

案

件

そ
の
他
案
件

認

定

案

件

議

員

発

議

請
　
　
　
願

岐
阜
県
で
は
、
東
濃
西
部
地
域
と

一
体
に
な
っ
て
「
美
濃
焼
」
の
振
興

と
広
域
産
業
観
光
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
拠
点
施
設
と
し
て
、「
国
際

陶
磁
器
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
仮
称
）」

（
平
成
13
年
に
多
治
見
市
内
に
完
成

予
定
）
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
心
と
な
る
建
物
は
、
近
現
代
の

世
界
の
陶
磁
を
収
蔵
す
る
美
術
館
と

展
示
ホ
ー
ル
と
が
融
合
し
た
新
し
い

タ
イ
プ
の
複
合
施
設
で
す
。「
自
然

環
境
と
の
調
和
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、

建
物
を
谷
に
は
め
込
む
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
尾
根
や
稜
線
を

壊
さ
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
こ
の
施
設
の
名
称
を
広

く
全
国
か
ら
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法
＝
官
製
は
が
き
に
、
名

称（
15
字
以
内
）と
そ
の
説
明
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。（
応
募
資
格
・
点
数
に
制
限
な

し
、
１
枚
に
つ
き
１
名
称
。）

◆
締
切
り
＝
２
月
10
日
d

（
当
日
消
印
有
効
）

◆
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

0
５
０
０
‐
８
５
７
０（
住
所
の
記

入
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）岐
阜
県
商

工
労
働
部
商
工
政
策
課
1
０
５
８
‐

２
７
２
‐
１
１
１
１（
内
線
２
６
０
９
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

国
際
陶
磁
器

テ
ー
マ
パ
ー
ク（
仮
称
）

名名名名
称称称称
募募募募
集集集集
!!!!!!!!

※詳しくは、岐阜県ホームページ（http://www.pref.gifu.jp）募集欄に掲載されています。
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◆
選
挙
権
を
停
止
さ
れ
て
い
な
い
日

本
国
民
で
、
昭
和
54
年
２
月
15
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
投
票
日
当

日
満
20
歳
以
上
）
で
、
３
カ
月
以

上
本
市
に
住
ん
で
い
る
方
。

◆
平
成
10
年
11
月
６
日
ま
で
に
本
市

へ
転
入
届
を
さ
れ
、
引
き
続
き
３

カ
月
以
上
住
ん
で
い
る
方
。

◆
平
成
11
年
１
月
14
日
ま
で
に
市
内

転
居
を
さ
れ
た
方
は
、
転
居
後
の

住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
。

◆
平
成
11
年
１
月
15
日
以
降
に
市
内

転
居
を
さ
れ
た
方
は
、
前
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
所
へ
行
け
な
い
人
は
、
市
役
所
ま

た
は
稲
津
・
陶
・
釜
戸
・
日
吉
の
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
し
よ
う
と
す
る
方

は
、
投
票
所
入
場
券
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。（
印
鑑
は
不
要
）

◆
期
間
＝
２
月
７
日
（
告
示
日
）
か

ら
２
月
13
日
（
投
票
日
前
日
）
ま

で
。（
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

も
で
き
ま
す
。）

◆
場
所
と
時
間
＝
別
表
の
と
お
り

※
な
お
、
病
気
、
ケ
ガ
な
ど
で
投
票

日
に
瑞
浪
病
院
・
昭
和
病
院
・
大

湫
病
院
に
入
院
中
の
方
ま
た
は
白

寿
荘
・
み
ず
な
み
陶
生
苑
・
サ
ニ

ー
ヒ
ル
ズ
み
ず
な
み
・
ひ
ざ
し
な

ど
に
入
所
し
て
み
え
る
方
も
当
該

施
設
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
そ
の
障
害
の

重
い
方
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
か

ら
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
を

受
け
て
自
宅
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求

は
２
月
10
日
D
ま
で
で
す
。

２
月
21
日
に
任
期
が
満
了
す
る
瑞
浪
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

２
月
７
日
に
告
示
さ
れ
、
２
月
14
日
A
に
投
票
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
不
在
者
投
票

●
郵
便
に
よ
る

不
在
者
投
票

●
市
内
転
居
さ
れ
た
方

●
投
票
で
き
る
方

不在者投票が
できる投票区

投　　票　　所
不在者投票が
できる時間

全　　投　　票　　区 瑞 浪 市 役 所
午前８時30分～

午後８時

稲津第一・第二投票区

陶第一・第二投票区

釜戸・大湫投票区

日吉第一・第二投票区

稲津コミュニティーセンター

陶コミュニティーセンター

釜戸コミュニティーセンター

日吉コミュニティーセンター

午前８時30分～
午後５時

２
月
14
日
の
投
票
日
は
、
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
に
入
場
券
に

記
載
さ
れ
た
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

●
投
票
所

◆
開
　
票
　
所
＝
市
民
体
育
館
《
開
票
開
始
時
間
＝
午
後
９
時
10
分
》

◎
問
い
合
わ
せ
＝
選
挙
管
理
委
員
会
　
1
内
線
２
７
１

あなたの投票所をお確かめください。
投　票　区 投　　　票　　　所

山 田 投 票 区 瑞 浪 中 学 校　　

小 田 投 票 区 瑞　　浪　　小　　学　　校　　

樽 上 投 票 区 市民福祉センター・ハートピア

上 平 投 票 区 瑞　　浪　　市　　役　　所　　

竜 門 投 票 区 総 合 文 化 セ ン タ ー　　

土 岐 投 票 区 土　　岐　　小　　学　　校　　

明 世 投 票 区 市　　民　　体　　育　　館　　

稲津第一投票区 稲 津 公 民 館　　

稲津第二投票区 萩 原 公 会 堂　　

陶第一投票区 陶 労 働 会 館　　

陶第二投票区 ワ ー ク プ ラ ザ 瑞 浪　　

釜 戸 投 票 区 竜 吟 保 育 園　　

大 湫 投 票 区 大 湫 公 民 館　　

日吉第一投票区 日吉コミニュティーセンター

日吉第二投票区 細 久 手 公 民 館

白バラコーナー

政政政政
治治治治
家家家家
のののの
寄寄寄寄
附附附附
はははは
禁禁禁禁
止止止止

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
有
権
者
が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

有有有有
権権権権
者者者者
のののの
寄寄寄寄
附附附附
要要要要
求求求求
もももも
禁禁禁禁
止止止止

〜  

明
日
を
み
つ
め
て
　
き
れ
い
な
一
票  

〜�
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◆平成10年分給与所得の源泉徴収票

◆印鑑・申告者名義の預貯金口座番号のわかるもの

◆このほか控除により異なった書類が必要ですから

ご確認ください。

申告の際に必ずお持ちいただくもの

年末調整で扶養控除・生命保険料などの所得控除も

れのある方は、申告により控除が受けられますから、

受けようとする控除の証明書を持参してください。

年末調整で控除の申告もれのある方 還付申告相談会の日程

必要なもの

◆源泉徴収票・医療費の領収書（薬局へ支払った場合は薬品名が記入されていること。）

◆健康保険や生命保険で規定により給付を受けている場合はその明細のわかるもの

住宅ローンなどを利用してマイホームを取得したり、増改築をしたときには、一定

の要件にあてはまれば、居住の年から６年間住宅取得等特別控除が受けられます。

サラリーマンの方は、１年目に確定申告をすると２年目以降は年末調整で控除が受

けられます。

この控除を受けるためには、住宅の面積・借入に関する要件などがあり、また、添

付書類として登記簿謄（抄）本・住民票の写し・建築確認通知書の写し・住宅資金に

係る借入金の年末残高証明書・売買契約書または請負契約書の写しなどが必要になり

ますので、この控除を受けようとする方は、多治見税務署もしくは市役所税務課まで

お問い合わせください。

平成10年中に

支払った医療費
－ － ＝

10万円または

所得の５％

（どちらか少ない額）

医療費控除額
（最高２００万円）

多額の医療費を支払った方

住宅ローンなどを利用して住宅を取得した方

期　　日

２月12日f

２月15日b

市役所４階

全員協議会室

市役所２階

大 会 議 室

午前９時～

午後４時

税務課

市民税係

1内線117

118

受付会場 相談時間 問い合わせ

保険などで

補填された額

控除の計算方法

瑞浪市と多治見税務署では、給与所得者（サラリーマン）の方を対象に平成10年分

の所得税の還付申告の受け付けを行います。

住宅取得特別控除・医療費控除を受ける方、年末調整で控除もれのあった方などはお

出かけください。
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ウルトラマンが大好きな哲平くんは、
外で元気に遊ぶ、たくましい男の子。
すべり台が大好きな美沙さんは、ちょ

っぴりはずかしがり屋の女の子です。
お母さんたちは、元気で思いやりのあ

る子に育ってほしいと話していました。

－宮前児童館－

伊藤　哲平くん（３歳）

稲垣　美沙さん（２歳）

12
月
22
日
、
中
京
商
業
高
等
学
校

生
徒
会
（
会
長
山
田
修
史
さ
ん
）
の

代
表
３
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
生
徒

と
教
員
の
み
な
さ
ん
が
集
め
た
募
金

を
高
嶋
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

同
校
の
生
徒
会
で
は
、
歳
末
の
義

捐
金
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
考
え
よ

う
と
、12
月
14
日
と
15
日
の
２
日
間
、

通
学
範
囲
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
街

頭
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

瑞
浪
市
内
で
集
め
ら
れ
た
募
金
は

十
万
五
千
七
百
六
十
一
円
で
、
他
の

地
域
で
の
募
金
と
同
様
、
共
同
募
金

に
送
ら
れ
、
地
域
福
祉
の
た
め
に
有

効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

s
募
金
を
手
渡
す
生
徒
の
み
な
さ
ん

瑞
浪
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

の
小
木
曽
浩
三
さ
ん
（
明
賀
台
）
が

12
月
25
日
、
自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

小
木
曽
さ
ん
は
、昭
和
56
年
４
月
に

市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
に
就
任

以
来
、第
18
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

ま
で
、数
々
の
選
挙
の
管
理
執
行
や
有

権
者
へ
の
選
挙
啓
発
な

ど
選
挙
の
推
進
に
努
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

同
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
高
嶋
市
長
に
受
賞

の
報
告
を
さ
れ
た
小
木

曽
さ
ん
は
、「
今
後
も
、

適
切
な
選
挙
の
執
行
に

あ
た
り
た
い
。」
と
話

し
て
み
え
ま
し
た
。

s
市
役
所
を
訪
れ
た
小
木
曽
さ
ん

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
瑞
浪
陶
芸
協
会（
会
長
伊
村
彰
介
）

様
＝
五
万
円
、
市
民
図
書
館
の
図

書
購
入
費
へ

▼
コ
マ
ツ
名
古
屋
テ
レ
ビ
オ
ー
プ
ン

事
務
局
様
＝
十
七
万
五
千
百
七
十

三
円
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ

▼
各
務
や
ゑ
様
＝
十
万
円
、
社
会
福

祉
事
業
へ

▼
全
建
総
連
瑞
浪
総
支
部
（
総
支
部

長
伊
佐
治
正
隆
）
様
＝
六
万
八
千

八
十
円
、
社
会
福
祉
事
業
へ

▼
瑞
浪
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・
ダ
ン

ス
同
好
会
（
会
長
鈴
木
茂
）
様
＝

十
万
四
千
七
百
二
十
二
円
、
教
育

振
興
へ

「
福
は
う
ち
！
鬼
も
う
ち
！
」
と

い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
掛
け
声
で
知
ら
れ

る
鬼
岩
福
鬼
ま
つ
り
が
、
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
ま
す
。

一
年
の
災
厄
を
払
い
、
幸
せ
を
願

う
こ
の
ま
つ
り
に
、
ぜ
ひ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

●
と
　
き

２
月
７
日
a

10
時
〜
14
時

●
と
こ
ろ

鬼
岩
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
駐
車
場

●
催
　
し

◎
福
鬼
太
鼓
奉
納

◎
福
鬼
豆
撒
き

◎
福
鬼
ぜ
ん
ざ
い
無
料
接
待

◎
鬼
岩
夕
市
野
菜
市
場

◎
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

◎
幼
稚
園
児
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

◎
撮
影
会
な
ど

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

◆
出
店
料
＝
五
〇
〇
円

◆
締
切
り
＝
１
月
25
日
b

◆
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
　
稔

1
０
５
７
４
‐
６
７
‐
３
１
０
１

自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞

選
管
委
員
長
の
小
木
曽
さ
ん

自
治
大
臣
表
彰
を
受
賞
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大
み
そ
か
の
12
月
31
日
、
稲
津
町

小
里
の
小
里
川
に
架
か
る
小
里
城
大

橋
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。

小
里
城
大
橋
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

は
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
や
大
み

そ
か
な
ど
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
日
没
か
ら
元
日
の
夜

明
け
ま
で
点
灯
さ
れ
、
全
長
四
百
二

十

、
橋
脚
の
高
さ
約
八
十

の
優

雅
な
曲
線
を
も
つ
橋
が
、
オ
レ
ン
ジ

色
の
穏
や
か
な
明
か
り
に
照
ら
し
だ

さ
れ
ま
し
た
。

冬
の
澄
み
切
っ
た
夜
空
に
浮
か
び

上
が
る
幻
想
的
な
姿
は
、
道
行
く
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル

メ
ー
ト
ル

s
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
小
里
城
大
橋

「
瑞
浪
市
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
」
が
平
成
10
年
４
月
に
施
行
さ

れ
、『
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い

に
し
よ
う
』
と
す
る
活
動
が
市
内
各

地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

12
月
17
日
に
は
、
環
境
美
化
監
視

員
の
み
な
さ
ん
や
市
職
員
ら
が
参
加

し
て
、
不
法
投
棄
が
ひ
ど
い
場
所
の

清
掃
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

国
道
や
県
道
沿
い
の
待
避
所
な
ど

に
は
、
雑
誌
、
弁
当
の
空
箱
、
タ
イ

ヤ
な
ど
が
散
乱
し
て
お
り
、
参
加
し

た
み
な
さ
ん
は
、
山
や
川
の
流
れ
の

中
に
ま
で
入
っ
て
、
捨
て
ら
れ
た
ご

み
を
懸
命
に
拾
っ
て
い
ま
し
た
。

s
清
掃
作
業
を
す
る
み
な
さ
ん

地球上最大の生き物は、ヒゲクジラです。
シロナガスクジラは体長25ｍ、体重は120ｔ
に達します。大洋を定期的に回遊して生活し、
歯のかわりに上のアゴからヒゲ板をはやし、
海水から食べ物をこして食べています。
写真は、三重県大山田村から発見された

1700万年前のヒゲクジラの頭骨と上アゴで
す。長さは１ｍもある立派なもので、現在、
研究中の標本です。ナガスクジラの遠い先祖
にあたるものでしょう。同じ種が、瑞浪や岩
村からも見つかっています。

第３回�
哺乳類③

ヒゲクジラ

えと展のお知らせえと展のお知らせ
◆期間 １月31日Aまで
◆場所　市民図書館

今年のえと「うさぎ」に関する

さまざまな作品が展示されていま

す。ぜひ、ご覧ください。

◆日　時 １月24日a 午前９時～

◆会　場 開元院（日吉町）

◆内　容 保護・運搬訓練、放水訓練、

消火器訓練

◆参加者 開元院、日吉町平岩区、消防団第２

分団、消防本部、教育委員会

●
対
象
文
化
財

『
木
造
観
世
音
菩
薩
坐
像
』

（
岐
阜
県
指
定
重
要
有
形
文
化
財
）

『
開
元
院
山
門
』『
開
元
院
の
駕
籠
』

『
絹
本
著
色
月
泉
性
印
和
尚
頂
相
図
』

（
瑞
浪
市
指
定
有
形
文
化
財
）

文化財防火デーの一環として、次のとおり文

化財防火訓練を実施します。

１１１１月月月月22226666日日日日はははは文文文文化化化化財財財財防防防防火火火火デデデデーーーー

文化財防火訓練文化財防火訓練

夜
空
に
浮
か
ぶ

小
里
城
大
橋

夜
空
に
浮
か
ぶ

小
里
城
大
橋
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生
涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
⑥

私
た
ち
の
会
は
、
町
内
の
文
化

財
の
保
存
と
活
用
を
図
り
、
町
民

文
化
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
、
昭
和
53
年
に
組
織
さ
れ

ま
し
た
。
以
来
20
年
間
、
各
区
か

ら
推
薦
さ
れ
た
役
員
十
数
名
を
中

心
に
、
次
の
よ
う
な
活
動
を
ず
っ

と
続
け
て
き
て
い
ま
す
。

①
年
数
回
、
町
内
各
地
の
文
化
財

を
順
次
調
査
記
録
し
て
、
そ
の

保
存
に
努
め
る
。

②
毎
年
の
町
文
化
祭
に
ス
ラ
イ
ド

上
映
や
写
真
展
示
を
行
い
、
文

化
財
へ
の
関
心
を
高
め
る
。

③
文
化
財
め
ぐ
り
歩
こ
う
大
会
の

案
内
を
務
め
る
な
ど
、
公
民
館

活
動
に
協
力
す
る
。

④
年
一
回
、
県
内
外
の
著
名
な
文

化
財
や
博
物
館
・
美
術
館
等
を

訪
ね
た
り
、
郷
土
研
究
者
の
話

を
聴
い
た
り
し
て
研
修
す
る
。

こ
う
し
た
歩
み
の
な
か
で
、
昭

和
56
年
３
月
に
日
吉
町
の
文
化
財

（
Ａ
５
版
45
頁
）
を
刊
行
し
、
広

く
町
内
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
今
も
基
本
的
な
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
足
以
来
の
長
い
年
月
の
な
か

で
、メ
ン
バ
ー
の
交
替
も
多
く
、先

輩
が
後
輩
を
案
内
し
て
、
会
の
活

動
を
継
承
し
、
先
人
の
遺
産
を
守

り
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

何
度
同
じ
所
を
訪
ね
て
も
新
し
い

発
見
が
あ
り
、
文
化
財
調
べ
の
奥

の
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

図
ら
ず
も
今
年
度
は
、
市
の
生

涯
学
習
モ
デ
ル
グ
ル
ー
プ
に
指
定

さ
れ
、
教
育
文
化
功
労
表
彰
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
、
活
動
を
深
め
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

先
人
の
遺
産
を
守
り
伝
え
る

日
吉
町
文
化
財
保
存
会
　
代
表
　
小
栗
信
義

稲
津
中
学
校
と
日
吉
小
学
校
が
、

日
頃
の
学
校
で
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
全
国
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

稲
津
中
学
校
は
、
第
12
回
毎
日
カ

ッ
プ
「
中
学
校
体
力
つ
く
り
」
コ
ン

テ
ス
ト
で
、
日
本
学
校
体
育
研
究
連

合
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、体
力
測
定
・
ス
ポ
ー
ツ
テ

ス
ト
の
記
録
か
ら「
体
力
つ
く
り
」の

実
践
を
通
し
て
「
た
く
ま
し
く
生
き

る
力
」
の
育
成
に
成
果
を
あ
げ
て
い

る
中
学
校
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

稲
津
中
学
校
で
は
、「
丈
夫
な
体

を
つ
く
る
」
を
教
育
目
標
の
一
つ
に

あ
げ
、
週
２
回
の
体
力
づ
く
り
の
ほ

か
、
大
縄
跳
び
大
会
や
球
技
大
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
持

久
走
大
会
や
合
唱
を
通
し
て
各
学
年

間
の
交
流
を
進
め
た
り
、
保
幼
小
中

一
貫
教
育
の
一
環
と
し
て
保
育
園
や

小
学
校
な
ど
と
の
交
流
会
を
開
き
、

特
色
あ
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

地
域
と
の
連
帯
で
は
、
多
数
の
生

徒
が
年
末
の
越
年
マ
ラ
ソ
ン
や
、
ス

ポ
レ
ク
'98
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に

も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
新

し
い
意
欲
的
な
取
り
組
み
が
注
目
さ

れ
、「
地
域
と
と
も
に
歩
む
中
学
校
」

と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
吉
小
学
校
は
、
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

た
第
37
回
全
日
本
学
校
歯
科
保
健
優

良
校
の
表
彰
式
で
、文
部
大
臣
賞（
最

優
秀
校
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
歯
・
口
の
保
健
活
動
を

通
し
た
人
づ
く
り
が
実
を
結
ん
だ
も

の
で
す
。
保
小
中
一
貫
教
育
や
家
族

歯
み
が
き
教
室
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み

の
活
動
も
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

日
吉
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
、

喜
び
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

「
日
吉
小
は
、
日
本
の
小
学
校
の

中
で
い
ち
ば
ん
よ
い
歯
の
学
校
に
選

ば
れ
ま
し
た
。」
と
校
長
先
生
が
集

会
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
歯
を
き

れ
い
に
し
よ
う
と
全
校
で
取
り
く
ん

で
よ
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

給
食
後
に
歯
み
が
き
や
、
歯
の
染
め

出
し
を
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は

家
族
歯
み
が
き
教
室
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
学
級
活
動
の
時
間
に
保
育

園
の
子
を
招
い
て
歯
の
勉
強
会
も
し

ま
し
た
。
小
さ
い
子
の
歯
が
ど
ん
な

ふ
う
か
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
も
ら
う
た
め
、
ダ

ン
ス
を
し
て
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
の

劇
を
見
せ
て
あ
げ
ま
し
た
。そ
し
て
、

お
か
し
を
食
べ
た
時
の
口
の
汚
れ
を

お
互
い
に
見
合
っ
て
、
そ
の
後
に
歯

を
み
が
い
て
あ
げ
ま
し
た
。
お
別
れ

に
歯
の
手
紙
も
あ
げ
ま
し
た
。
と
て

も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

私
は
今
、
虫
歯
が
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
ま
で
も
き
れ
い
な
歯
で
い
ら
れ

る
よ
う
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
歯
み

が
き
を
し
ま
す
。

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

日
吉
小
学
校
で
は
、
今
回
の
受
賞

を
機
に
、歯
・
口
の
健
康
づ
く
り
を
通

し
た
人
づ
く
り
を
さ
ら
に
推
進
し
、

地
域
の
人
た
ち
に
も
、
こ
の
活
動
を

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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生涯学習施設 ２月の休館日

総合文化センター １日、８日、９日、15日、22日

市民図書館 １日、８日、９日、15日、22日

市民体育館 ２日、９日、12日、16日、23日

化石博物館　
陶磁資料館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

１日、２日、８日、12日、15日、

22日

文 化 会 館 ４日、11日、18日、25日

音
楽
を
通
し
て
、
表
現
す
る
楽
し

さ
や
音
楽
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
第
45
回
小
中

学
校
音
楽
会
が
11
月
27
日
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
新
た
に
麗
沢
瑞
浪
中
学

校
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
音
楽

会
に
は
市
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

出
演
し
た
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、

緊
張
し
つ
つ
も
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
音
楽
を
通

し
て
、
他
校
の
生
徒
た
ち
と
の
地
域

を
越
え
た
交
流
も
深
め
て
い
ま
し
た
。

岐
阜
県
で
は
、伝
統
文
化
の
保
存
・

振
興
や
継
承
に
資
す
る
た
め
に
、
永

年
に
わ
た
り
伝
統
文
化
の
保
存
・
継

承
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
を
、
岐
阜

県
伝
統
文
化
継
承
者
と
し
て
顕
彰
し

て
い
ま
す
。

平
成
10
年
度
の
顕
彰
が
12
月
16
日

に
行
わ
れ
、
瑞
浪
市
か
ら
は
堀
敏
夫

さ
ん
（
陶
町
）
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

堀
さ
ん
は
、
昭
和
10
年
か
ら
63
年

余
に
わ
た
り
尺
八
の
普
及
に
努
め
ら

れ
、
現
在
は
、
6
日
本
尺
八
連
盟
相

談
役
と
し
て
活
躍
し
て
み
え
ま
す
。

満
85
歳
に
な
ら
れ
た
今
も
た
い
へ

ん
お
元
気
で
、
今
年
４
月
に
大
垣
市

で
開
催
さ
れ
る
支
部
大
会
の
出
場
を

楽
し
み
に
し
て
み
え
ま
す
。

堀 敏 夫さん

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
自
ら
の
健
康

と
体
力
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
年

齢
に
適
し
た
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
日
常

生
活
の
中
で
継
続
的
に
行
う
五
〇
〇

点
満
点
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
こ
の
運
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

平
成
10
年
１
月
〜
12
月
に
五
〇
〇

点
満
点
を
達
成
さ
れ
た
の
は
、
次
の

み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

片
桐
　
彦
資
（
高

月

町
）
26
回
目

宮
脇
　
保
雄
（
寺
河
戸
町
）
12
回
目

田
中
　
久
雄
（
明

世

町
）
８
回
目

鈴
木
　
孝
司
（
西
小
田
町
）
２
回
目

◆
問
い
合
わ
せ

市
民
体
育
館

1
６
８
‐
０
７
４
７

コ
ラ
ム
・
生
涯
学
習

生
涯
学
習
へ
の
思
い
入
れ
か
ら

か
、
こ
ん
な
夢
を
見
た
。

市
内
全
域
が
学
習
キ
ャ
ン
パ
ス

で
あ
る
生
涯
学
習
都
市
宣
言
の
街
、

瑞
浪
。
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
緑

豊
か
な
学
び
の
丘
に
、
生
涯
学
習

施
設
『
ま
な
び
セ
ン
タ
ー
』
が
あ

る
。
丘
を
と
り
ま
く
よ
う
に
配
置

さ
れ
た
公
民
館
な
ど
と
と
も
に
、

学
習
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

市
民
の
学
習
需
要
は
と
み
に
高

ま
り
、
拡
大
と
多
様
化
の
一
途
を

た
ど
り
つ
つ
あ
る
。
施
設
整
備
も

進
め
ら
れ
て
お
り
、
県
内
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
県
外
か
ら
の
視
察

も
後
を
た
た
な
い
程
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な

集
団
の
み
を
対
象
と
し
た
講
習
・

講
座
の
学
習
方
式
（
学
校
で
の
一

斉
授
業
）
で
は
、
一
部
の
人
た
ち

の
み
の
理
解
は
得
ら
れ
て
も
、
多

く
の
学
習
者
を
満
足
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
学
習
者
一
人
一
人

の
学
習
意
欲
を
満
た
す
た
め
に
は
、

個
別
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
学
習

方
式
（
施
設
・
設
備
を
含
め
て
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
は
長
年
に
わ
た
る
セ
ン
タ
ー

の
悲
願
で
も
あ
っ
た
。

学
習
の
個
別
化
は
、
ま
ず
生
涯

学
習
情
報
提
供
の
シ
ス
テ
ム
化
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
重
点
が
置
か

れ
た
。

68
歳
の
Ａ
さ
ん
は
、
当
セ
ン
タ

ー
で
「
人
と
環
境
」
講
座
を
学
習

し
た
受
講
生
の
一
人
で
あ
る
。
Ａ

さ
ん
は
、
ゴ
ミ
問
題
を
は
じ
め
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
・
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

に
対
す
る
幅
広
い
活
動
と
高
度
な

学
習
を
進
め
て
き
た
が
、
中
で
も

地
球
温
暖
化
は
最
も
専
門
と
す
る

分
野
で
、
市
内
で
は
指
導
的
立
場

で
あ
る
。

現
在
で
は
、
当
セ
ン
タ
ー
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
情
報
の
ほ
か
、

セ
ン
タ
ー
を
通
し
て
大
学
や
環
境

庁
と
も
ア
ク
セ
ス
し
、
家
庭
に
居

な
が
ら
独
自
の
計
画
で
学
習
に
励

ん
で
い
る
。

市
内
に
は
、
Ａ
さ
ん
の
よ
う
に

セ
ン
タ
ー
の
情
報
で
個
別
に
学
習

し
て
い
る
市
民
が
急
増
し
て
い
る
。

対
応
に
追
わ
れ
、
嬉
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
た
ら
、
目
が
覚
め
た
。

学
習
の
個
別
化

〜『
ま
な
び
セ
ン
タ
ー
』の
夢
〜

健
康
・
体
力
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

健
康
・
体
力
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

健
康
・
体
力
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会

音
楽
で
心
の
交
流
を

小
中
学
校
音
楽
会
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巡回日 ステ－ション 時　　　間

小　　　　　里 15:30～16:00

萩　　　　　原 16:10～16:30

半　　　　　原 15:30～15:50

11日E 鶴　　　　　城 16:00～16:20

名　　　　　滝 16:30～16:50

日吉コミュニティーセンター 15:10～15:50

12日F 宿 16:00～16:20

月　　　　　吉 16:30～16:50

平　　　　　山 13:20～13:40

竜　吟　団　地 14:00～14:20

荻　　之　　島 14:30～14:50

下　　　　　切 15:00～15:30

大　　　　　島 15:40～16:10

中　　　　　切 16:20～16:40

明　　賀　　台 15:20～15:50

新　　山　　田 16:00～16:20

猿　　　　　爪 11:00～12:00

大　　　　　川 13:00～13:20

21日A 水　　　　　上 13:30～14:00

旭　　　　　町 14:10～15:00

サニ－ヒルズ 15:10～15:30

棚　　田　　山 15:30～16:00

羽　　　　　広 16:10～16:30

薬　　　　　師 13:30～14:00

白　　　　　倉 14:20～14:50

細　　久　　手 15:00～15:20

深　　　　　沢 15:30～16:00

２月の移動図書館
こまどり号

10日D

13日G

27日G

19日F

24日D

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
か
み
か
ざ
り
展

と
書
展
を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

か
み
か
ざ
り
展
で
は
、
女
性
の
髪
を

飾
っ
た
髪
か
ざ
り
の
数
々
を
、
書
展
で

は
、
市
美
術
展
に
入
選
し
た
中
学
生
の

ペ
ン
習
字
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

［同時開催］

２月３日～２月28日

かみかざり展
書（ペン習字）展

閉架書庫資料４万冊の中からも読みたい
本が選べます。

●日　時 毎週火曜日　11時～17時
●場　所 市民図書館　１階閉架書庫

み
な
さ
ん
、
ご
成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
大
人
の
仲

間
入
り
で
す
ね
。
こ
の
機
会
に
、
読

書
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

読
書
は
習
慣
と
し
て
身
に
つ
け
た

い
も
の
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま

ず
読
ん
で
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

図
書
館
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野

の
本
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
気
軽
に

書
棚
を
の
ぞ
い
て
手
に
と
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
何
冊
か
読
ん
で
い
る
う

ち
に
、
あ
な
た
に
ふ
さ
わ
し
い
本
が

見
つ
か
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
生
活
の
サ
イ
ク
ル
の
中

に
、
ぜ
ひ
読
書
を
、
図
書
館
を
組
み

込
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

図
書
館
で
は
12
月
６
日
、
市
民
の

み
な
さ
ん
に
「
ふ
る
さ
と
瑞
浪
」
の

歴
史
を
現
地
で
学
習
し
て
い
た
だ
こ

う
と
、
市
内
史
跡
現
地
探
訪
会
を
開

き
ま
し
た
。

こ
の
探
訪
会
は
、
５
月
〜
９
月
に

開
催
し
た
市
民
歴
史
講
座
に
つ
い
て

の
反
省
会
に
お
い
て
、
現
地
歩
き
が

し
た
い
と
い
う
熱
心
な
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
21
人
は
、
講
師
の
渡
辺
俊

典
さ
ん
の
案
内
で
、
化
石
博
物
館
の

見
学
か
ら
は
じ
ま
っ
て
、
月
の
宮
・

日
の
宮
、
日
吉
町
酒
波
神
社
か
ら
中

山
道
の
鴨
之
巣
一
里
塚
、
開
元
院
、

細
久
手
宿
、
琵
琶
峠
・
大
湫
宿
の
各

史
跡
を
順
に
探
訪
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
師
走
と
は
思
え
な
い

小
春
日
和
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
落
葉

の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ
う

な
中
山
道
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、

歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新新
成成
人人
のの

みみ
なな
ささ
んん
へへ

市
内
史
跡
現
地
探
訪
会�

市
内
史
跡
現
地
探
訪
会�

リサイクル本バザー
◆日　時 １月30日G 14時～

１月31日A 11時～

◆場　所 市民図書館　集会室

※瑞浪中学校の資源回収で集められた本をリ

サイクル本として提供します。
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◎ペットボトルの出し方

（ただし、飲料用、酒類用、しょうゆ用に限ります。）

①マークを確認してください。

②キャップをはずしてください。

③中をゆすいでください。

④つぶしてください。

⑤資源ごみ収集日に出してください。

◎資源ゴミの各ステーションには、分別ハサミが用意してあります

ので、ご利用いただきリサイクルにご協力ください。

◎紙パックは公共機関などの回収ボックスか資源回収に出してくだ

さい。また、食品用トレーは、公共機関などの回収ボックスに出

してください。

INFORMATION
収集日

１日B

２日C

３日D

４日E

５日F

８日B

９日C

12日F

15日B

16日C

10日D

17日D

19日F

23日C

22日B

18日E

24日D

25日E

26日F

本町、浪花、中組、竜門、
益見、上平町、学園台

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

一色町、樽上町、公園、
上野町、ひばりヶ丘

宮前町、高月町、下沖町、
須野志町

釜戸町（宿、西大島、
中大島、東大島、竜吟団地）、
大湫町

稲津町（小里）

釜戸町（上記以外の地区）

稲津町（萩原）

小田町、西小田町、和合町、
大法原団地

鶴城、鶴城団地、市原

陶町（猿爪）

陶町（水上、大川）

桜堂、名滝、名滝団地、
下沢、奥名、庄ヶ洞、
仲ヶ平、大草、大久手

一日市場、木暮、水の木、
朝日町、清水

日吉町（本郷、白倉、宿洞、
宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

山田町、明賀台

小田町、西小田町、和合町、
大法原団地

陶町（水上、大川）

陶町（猿爪）

一日市場、木暮、清水、
朝日町、水の木

桜堂、名滝、名滝団地、
下沢、奥名、庄ヶ洞、
仲ヶ平、大草、大久手

山田町、明賀台

日吉町（本郷、白倉、宿洞、
宿、南垣外、半原、常柄）

日吉町（上記以外の地区）

栄町、元町

松ヶ瀬町、薬師町、明世町

釜戸町（宿、西大島、
中大島、東大島、竜吟団地）、
大湫町

本町、浪花、中組、竜門、
益見、上平町

釜戸町（上記以外の地区）

宮前町、高月町、下沖町、
須野志町

一色町、樽上町、公園、
上野町、ひばりヶ丘

稲津町（小里）

稲津町（萩原）

収　　　集　　　地　　　区
不　　燃　　ご　　み 資　　　源　　ご　　み

に限ります

鶴城、鶴城団地、市原

●日時…２月２日c ９時～12時

●場所…市役所　市民相談室

●陶児童館…２月３日d 10時～12時

●稲津コミュニティーセンター

…２月３日d 13時30分～15時30分

●釜戸コミュニティーセンター

…２月10日d 10時～12時

●日吉コミュニティーセンター

…２月10日d 13時30分～15時30分

陶一周駅伝競走大会が、次のとおり開催されます。

◆期日＝２月21日a 受付９時30分より

●Ａコース…５区・18.6㎞（中学生男子・高校男子・

一般男子１部）

●Ｂコース…７区・12.2㎞（小学生男子／女子・中

学生女子・一般女子・一般男子２部）

◆スタート・ゴール＝陶小学校グラウンド

◆参加資格＝健康で走れる人のチーム

◆申し込み＝１月25日bまでに参加料１チーム３千円

を添えて申し込んでください。

◆問い合わせ・申込先＝市体育協会陶支部（陶コミュ

ニティーセンター内1６５－２１１１）または市民

体育館（1６８－０７４７）へ。

昨年の七夕まつりで約３千人の市民が燃えて踊った

バサラ鳴子踊り、楽しかったですね。

「もっと踊りたい」「新しい踊りを覚えたい」そん

な要望にこたえて、今年も各地域で練習会が開催され

ます。お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

●普及振興会練習会《毎週日曜日…瑞浪小学校体育館》

●バサラ陶練習会《毎週水曜日…陶小学校体育館》

●稲津バサラ教室《毎月第１・３火曜日…稲津公民館》

●釜戸町練習会《毎週金曜日…釜戸公民館》

●日吉町練習会《毎月第３土曜日…日吉小学校体育館》

※時間は、いずれも19時30分～21時まで。

◎問い合わせ＝バサラ瑞浪普及振興会・窓口担当

永冶昌代さん　1６８－２２４８

●第35回陶一周駅伝
競走大会のお知らせ

●いっしょに踊りませんか！
バサラ瑞浪練習会のお知らせ

栄町、元町

母子相談 福祉課　1内線１０４

移動家庭児童相談 福祉課　1内線１０４
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乳幼児健診・相談・歯みがき教室 〈場所＝保健センター　料金＝無料〉

健診・相談名

４カ月児健康診査

実施日

１月26日C

受付時間

13時30分～14時

対　象　者

平成10年９月生まれの子

そ　　の　　他

母子健康手帳をご持参ください。

３ 歳 児 健 康 診 査 １月22日F
12時30分までに
お集まりください

平成７年12月生まれの子
尿検査があります。早朝尿を50㏄ぐら
いと母子健康手帳をご持参ください。
歯ブラシをご持参ください。

６カ月児健康相談
および離乳食教室

２月２日C
９時30分～
９時45分

平成10年８月生まれの子

１ 歳 ７ カ 月 児
歯 み が き 教 室

２月１日B
９時～11時
13時～15時

平成９年７月生まれの子

２歳児歯みがき教室 ２月４日E

２歳６カ月児歯みがき教室 ２月５日F
９時～11時

平成９年２月生まれの子

平成８年８月生まれの子

母子健康手帳をご持参ください。

フッ素塗布、歯の汚れ検査があります。
※母子健康手帳、使用中の歯ブラシと
コップをご持参ください。

※汚れてもいい服装でおいでください。

● 健康相談 〈場所＝保健センター〉

接種希望者
氏　　　名

住　　　所

生 年 月 日

電 話 番 号

昭和50年～52年に生まれた方の
ポリオ生ワクチン（小児まひ）予防接種について
まだ、予防接種の申し込みをされていない方が対象です。
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~（すでに申し込まれた方は、申し込む必要はありません。）
~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

昭和50年１月から52年12月までに生まれた方は、ポリオ

の抗体を持っている方が他の年齢層と比べて少ないこと

（50％）が厚生省の調査でわかりました。

市では、該当する方を対象に臨時にポリオの予防接種を無

料で実施します。抗体のある方が再度接種をしても問題あり

ませんので、この機会に２回接種することをお勧めします。

なお、有料で県内の医療機関でも接種することができます。

詳細については、保健センターまでお問い合わせください。

（瑞浪市では平成11年４月以降は実施いたしません。）

対 象 者

接種時期

申し込み

昭和50年～52年に生まれた方
（瑞浪市に住民登録してある方）

平成11年３月

申込書に必要事項を記入のうえ、
２月９日Cまでに保健センターへ。
日程など詳細は、申し込まれた方に通知
します。

ポリオ予防接種申込書
切り取り線

瑞浪市

昭和　　年　　月　　日

~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

◆乳幼児相談…２月３日d ９時30分～11時

乳幼児の身長、体重測定や育児相談

◆栄 養 相 談…２月３日d ９時～15時

乳幼児から成人、老人までの栄養士による相談

※電話予約が必要です。

◆医師による健康相談…２月３日d 14時～15時

血圧測定、検尿、医師による個別相談

● 精神保健・老人性痴ほう相談
日　　時 ２月９日C 13時～14時

大人の場合…イライラする、気分が沈む、

怒りっぽい、老人ボケ、アルコ－ル依存など

子どもの場合…落ちつきがない、うそつき、

乱暴、かんしゃく、登校拒否など

精神科医師・精神保健相談員

※電話などでの予約が必要です。秘密は厳守します。

相談内容

担　　当

保健センター場　　所


